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燃焼技術分野における酸素利用

一酸素富化燃焼によるセラミックス焼成炉の迅速焼成化一
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1.はじめに

今世紀に入り人類の生産技術の飛躍的な発展と人口

の爆発的な増加によって，二酸化炭素などがもたらす

地球温暖化現象，フロンガスによるオゾン層の破壊，

酸性雨など地球規模での環境破壊が深刻になってい

る．このような中で，１９９７年１２月に京都において，

COＰ３が開催され，「京都議定書」が採択された．日本

の温室効果ガス削減値は，１９９０年比６％減という厳し

い目標値が課せられ，今後特にエネルギー消費量の伸

びが大きい民生部門を含め，産業部門においてもなお

一層の省エネルギー技術の開発が求められている．

燃焼用空気に酸素を混合する酸素富化燃焼や純酸

素で燃焼させる酸素燃焼は，簡単に高温場を得ること

ができるため，熱効率の改善から生産性の向上による
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運転コストが節減できるなどその有利性は，古くから

知られていた．しかし，酸素単価が高価であったため，

一部の高温を必要とする焼成プロセスや溶断，溶接や

従来より安価な酸素の利用ができた高炉，電気炉など

の特殊な分野にしか利用されておらず，燃焼プロセス

全体から見るとまだ限定利用の域を出ていなかった．

しかし，最近，酸素燃焼技術が注目を集めるように

なった背景として次のようなことが考えられる．

地球環境問題に関連して

・排ガスのNOx対策

生産工程の改善等により炉の稼働時間の短縮を図

り，総量としてのNOx排出量が低減できる．

・排ガスのCO2対策

酸素燃焼することにより排ガス量が低減し，省エネ

ルギーとなり，その結果CO2排出量が削減される．

酸素の製造価格に関連して

・酸素の発生方式が，高価な液化酸素からＰＳＡ法に

よる製造酸素に代わり，酸素の製造価格が下がった．

・自家発電設備が促進された結果，電力コストが低下

し，酸素コストが低下した．

そこで，この酸素燃焼の特徴や利用の現状について

解説すると共に，酸素富化燃焼について実験，検討し

た事項を報告する．すなわち，1700℃以上の高温を必


















